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。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

。健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。
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9
月
刊
E
3
幻
日

道
南
最
後
の

ま
つ
り

寸. • 

睡
眠
住
民
の
陸
自
阪
の

意
識
価
上
を
図
る
た
め

後祭り 「高田友恵」歌謡ショー
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年
度
か
、らb
5
年
間
継
続
し
て
研
究

1

町
、
教
育
委
員
ム
会
古
、
福
祉
協
議

ト
d

会
に
よ
る
地
域
保
健
医
療
調
査
が

t
会
、
保
健
推
進
員
会
共
催
で

9
月

行
わ
れ
、

8
月
7
日
か
ら
幻
日
ま

U
2
目
、
健
康
福
祉
ま
つ
り
が
町
民

で
家
庭
訪
問
問
診
、
健
康
調
査
を

f
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

A
-

、

実
施
し
、

8
月
は
目
、
日
日
に
は

r
健
康
ま
つ
り
は
、
高
齢
化
社
会

大
学
の
医
学
部
に
よ
る
耳
必
咽
喉

ー

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
民
の
体

科
と
眼
科
の
無
料
検
診
が
実
施
さ

t
力
維
持
、
健
康
明
進
を
図
り
一
人

れ
ま
し
た
。

バ

ひ
と
り
が
健
康
管
理
に
努
め
住
み

υ
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
実

I
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

A
1

拙削
減
会
に
は
、
講
師
に
ホ

ッ
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の
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h
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A

、
ト
d
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、

慶
謄
義
塾
大
学
医
学
部
公
衆
衛

生
学
研
究
会
に
よ
る
講
演
会
が
8

月
内
目
、
「と
し
べ
つ
」
内
の
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
教
育
関
係
、

保
健
、
医
療
、
福
祉
関
係
者
を
対

象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
で
は
、
各
種
の
中

毒
と
対
処
法
、
止
血
法
、
心
肺
蘇

生
法
な
ど
に
つ
い
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
研
究
会
は
、

道
内
各
地
で
過
疎
地

域
に
お
け
る
住
民
の

意
識
向
上
及
び
各
種

疾
病
の
早
期
発
見
に

努
め
、
日
常
生
活
レ

ベ
ル
で
の
成
人
病
予

防
に
重
点
を
置
き
糖

尿
病
、
白
内
障
、

食

生
活
指
導
な
ど
を
行

っ
て
お
り
、
医
師
や

看
護
婦
、
保
健
婦
を

目
指
す
学
生
で
構
成

さ
れ
活
動
し
て
い
ま

す。
こ
の
事
業
は
、
本

寸
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
ず

9
月
比
目
、

鈴
岡
の
秋
葉
神
社

-
Y

の
1
0
0
年
祭
を
迎
え
、
自
治
会

一
d
叫

に
あ
る
神
社
で
、
は
じ
め
て
松
前

一
鴻

神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

-
a
;
こ
の
目
、
奉
納
さ
れ
た
の
は
、

一
宅

憾

日
々
の
生
活
の
安
全
を
祈
る
御
幣

一
個
守
色

舞
、
災
い
を
払
っ
て
五
穀
豊
穣
を

一O
楽

願
う
福
田
然
、

平
穏
な
生
活
に
対

一

O
刑

し
て
感
謝
す
る
鈴
上
が
、
岡
本
奈

↑

J
品

緒
さ
ん
、
油
家
育
美
さ
ん
、
鈴
木

一
主

主

香
さ
ん
に
よ
っ
て
裂
が
披
露
さ

一
断

れ
ま
し
た
。

一
和

秋
葉
神
社
は
、
遠
州
秋
葉
山
権

一
配

現
の
分
神
で
防
火
神
と
し
て
祭
ら

-aq

れ
て
い
ま
す
。

4・• 

体
の
健
康
は
体
力
づ
く
り
か
ら

健

康

福

祉

ま

つ

り

山
U

の
健
康
、

西
村
幸
枝
さ
ん
と
健
康
運
動
指
導

士
大
石
英
明
さ
ん
が
講
演
し
ま
し

た
。
西
村
さ
ん
は
、
親
し
み
ゃ
す

い
演
歌
や
歌
訴
曲
に
あ
わ
せ
て
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
を
基
に
し
た

「演
歌

ビ
ク
ス
」
の
講
演
と
実
技
。
大
石

さ
ん
は
、
足
袋
に
体
重
が
ど
の
よ

う
に
か
か
っ
て
い
る
か
を
ス
タ
ジ

オ
ス
コ
ー
プ
で
測
定
し
、
体
重
の

か
か
り
具
合
を
見
て
姿
勢
、
歩
き

方
な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
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坂本ミツヱさん

100歳おめでとうございます

• 北海道社会貢献賞を受賞
日の出町山崎完治さん

ωつまでも元気で
区9民今金町長寿

9
月
2
目
、
種
川
宮
前
の
坂
本

ミ
ツ
ヱ
さ
ん
が
満
1
0
0
歳
を
迎

え
長
寿
の
お
祝
い
金
と
し
て
村
本

町
長
よ
り
敬
老
金
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
坂
本
さ
ん
は
、

9
歳
の
時
瀬
棚

町
に
入
植
、
日
歳
頃
に
上
京
し
東

京
助
産
婦
学
校
を
卒
業
後
、
初
年

間
に
わ
た
り
助
産
婦
と
し
て
活
限

さ
れ
て
来
ま
し
た
。
本
町
に
は
昭

和

ω年
か
ら
坂
本
光
子
さ
ん
宅
に

同
居
さ
れ
、
最
近
は
、
読
書
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
一
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。坂
本
さ
ん
は
、

当
時
を
振
り
返

8
月
幻
目
、

室
蘭
市
で
開
催
さ

れ
た
第
幻
回
北
海
道
公
衆
衛
生
大

会
で
日
の
出
町
の
山
崎
克
治
さ
ん

が
北
海
道
社
会
貢
献
賞
の
生
活
環

境
浄
化
実
践
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

山
崎
さ
ん
は
、
昭
和
訓
年
か
ら

必
年
間
に
わ
た

っ
て
、
環
境
衛
生

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
環
境
衛
生
の
み
な
ら
ず
保

健
予
防
推
進
活
動
に
お
い
て
も
活

躍
し
、
平
成

5
年
か
ら
今
金
保
健

所
管
内
衛
生
団
体
連
合
会
の
副
会

長
と
し
て
就
任
し
て
い
ま
す
。
こ

の
間
ゴ
ミ
収
集
事
業
あ
る
い
は
リ

長生きじてくださω。
(9月15日現在)

(敬称略)

住所

栄町

豊寿園

年齢

105歳サ

名

キ

ノブエ d 

り

「社
会
に
尽
く
す
た
め
に
助
産

婦
と
な
り
、
当
時
、
お
金
が
な
く

困
っ
て
い
る
方
に
は
、
後
で
い
い

か
ら
と
赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
て

き
た
。
ま
た
、
人
生
は
人
と
共
に

あ
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ル
可
能
品
資
源
回
収
事
業

等
そ
の
陣
頭
に
た
っ
て
活
躍
し
て

お
り
地
域
の
環
境
衛
生
の
向
上
に

対
す
る
功
綴
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。• • 

• • 
道政現地レクチャー

今金町の情報を

ジャガイモを配り

交通安全を訴える

9
月
日
日
の

「敬
老
の
日
」
に

ち
な
み
9
月
凶
日
、

村
本
町
長
と

町
幹
部
が
別
歳
以
上
の
自
宅
な
ど

を
訪
れ
、

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
長
寿

祝
金
を
手
波
し
ま
し
た
。

本
町
の
鈎
歳
以
上
の
高
齢
者

は、

3
6
1
人
で
最
高
齢
者
は
、
栄

町
に
在
住
の
岩
間
キ
サ
さ
ん
で

1
0
5
歳
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
日
増
し
に
寒
く

な
り
ま
す
の
で
、
お
体
に
気
を
つ

け
て
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

神丘中台

寿園

種川宮前

寿園

102歳

100歳

100歳

メト

氏

岩間

宮崎

古

清

JiI 

豊

豊

受

神丘中央

御

旭町

末広町

影

豊

100歳

歳

歳

歳

歳

96歳

伊勢吉

ヱ

ヱ

蔵

金之助

治三郎

ミツヱ

ン

金

重

ン

水

本

藤

木

野

長谷川

内 藤

坂

安

仁

矢

96歳田上

豊寿園

豊寿園

95歳

95歳

さくの

保

田

谷

里子

松

檎
山
支
庁
主
催
で

9
月
日
目
、

日
目
、
道
や
町
な
ど
が
実
施
す
る

事
業
や
管
内
の
実
状
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
お
う
と
報
道
関
係
者
を

現
地
に
案
内
す
る
現
地
レ
ク
チ
ャ

ー
が
北
部
3
町
(
瀬
棚
町
、
北
檎

山
町
、
今
金
町
)
を
対
象
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
新
聞
各
社
や
テ

レ
ビ
局
が
参
加
し
、
櫓
山
支
庁
か

ら
は
槍
山
支
庁
長
、
地
域
政
策
部

長
、
農
業
振
興
部
長
な
ど
が
出
席

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
は
、
日
日
に
総
合
福
祉
施

設

「と
し
べ
つ
」
、
玄
米
バ
ラ
集
出

神
丘
小
学
校
(
中
野
党
次
校

長
、
児
童
凶
人
)
で
は

9
月
日
目
、

学
校
前
の
国
道
2
3
0
号
沿
い
で

交
通
安
全
の
街
頭
啓
発
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
交
通
安
全
を
訴

え
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
た
ち
に

交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す。
こ
の
目
、
自
分
た
ち
の
農
園
で

作
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
児
童
会
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
約
1
0
0
袋
が

ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
ら
れ
、
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

• • 
国
民
年
金
相
談
日
の

お
知
ら
せ

国
民
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ω月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月

間
で
す
。
年
金
係
で
は
国
民
年
金

相

談

コ

ナ

l
を
特
設
し
て
叩
月

比
日
制

1
凶
日

ωま
で
皆
さ
ん
の

質
問
や
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
と
利
用
く
だ

さ
い
。

高
齢
者
な
と
に
よ
る

こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
な
ど
の

豊
か
な
経
験
を
蓄
積
さ
れ
た
様
々

な
技
能
を
お
持
ち
の
方
を

「街
の

匠
」
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
明
る
く
活
力
あ
る
長
寿
社
会

づ
く
り
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

主
と
し
て
、
工
芸
や
生
産
活

動
、
創
造
活
動
、
伝
習
活
動
な
ど

の
分
野
で
、
そ
の
技
能
を
社
会
参

加
活
動
な
ど
の
中
で
発
揮
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
と
し
て
お
り
、
高

齢
者
個
人
や
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー

プ
・
団
体
が
登
録
す
る
こ
と
が
で

荷
調
整
施
設
、

馬
鈴
薯
選
別
施
設

な
ど
の
視
察
が
行
わ
れ
、
各
施
設

で
説
明
を
受
け
、
施
設
内
を
カ
メ

ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

(4) 

• 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

今
一
度
、
納
付
書
を
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
老
齢
基

礎
年
金
ば
か
り
か
、
も
し
も
の
時

の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

《
町
民
課
年
金
係
》

ー
街
の
匠

7
昔
a
-
h
「

d

て
い
ま
す

き
ま
す
。

登
録
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

市
町
村
の
推
薦
を
必
要
と
し
ま
す

が
、
こ
れ
に
必
要
な

「登
録
推
薦

申
込
書
」
や

「街
の
匠
」
登
録
に

関
す
る
資
料
は
、
総
合
福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」
に
あ
り
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。応
募
申
込
は
、
平
成

H
年
2
月

末
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
8
2
2
7
8
0
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後
志
利
別
川

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

9
月
7
目
、
清
流
後
志
利
別
川

で
原
因
不
明
の
水
質
事
故
が
発
生

し
、
河
川
流
域
は
油
の
匂
い
が
た

だ
よ

っ
て
い
ま
し
た
。

後
志
利
別
川
に
は
オ
イ
ル
フ

ェ

ン
ス
が
張
ら
れ
、
下
流
に
オ
イ
ル

が
流
れ
な
い
よ
う
に
く
い
止
め
ら

れ
ま
し
た
が
・

ゴ
ミ
や
廃
油
な
ど
の
不
法

投
棄
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ

・つ。

後志利別川に浮いた油

ιr 
p
 

b
ヌ

め

お

た
の
の

制

事

規
エ
通

道

交
水下

上
下
水
道
諜
8
2

0

大
和
町
の
一
部
が
下
水
道
工
事
の
た

制
が
か
か
り
ま
す
、
車
道
部
の
工
事
の

振
動
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

い
た
し
ま
す
。

。
お
問
い
合
わ
せ

I . 

• ， 

~瀬棚田J'" ~北槍山町~ ~八雲町~

よってけ、食ってけ 買ってけ 安い1うまい'リラックス1くつろぎの時と聞きを 第9回ゃくも大漁秋味まつり

せたなうまいものまつり 『温泉ホテルきたひやま」で
~HBCラジオ公開録音金沢たつえショー=

-日時 10月10日 休育の日
山海の幸を味わい、ゆったりと福

.日時 10月25日 81午前 9日寺<0--1

前11~" 午弘 2g'， 
泉につかり、心とからだをリフレツ

争会場八雲，魚港特設会町内 l町)

-会場 、合福祉セ ター
シュしませんか?

女おまたせ恒例の

や レ n'再l
.白 2食 7300 1~ 「ゃくも大漁秋味まつりJ! 

e ，~芹 神札偏 h メ式 ホタテの産地、八雲町漁協が海の

瀬棚の海の幸・山の幸が大集合 1 tw..'堂版 l企 五肉1，Jji と 男の心意気をドカンと大提供。食べ

アキアジ即売、シャケ鍋無料、瀬棚の -日帰り入浴大歓迎!! て、買って、遊んで盛りだくさんの

新米を使ったイクラ封ほか。
. 人(中と 以上) ，00吋 “秋"大集合。ぜひおこしください!

大道芸人ショー、アイガモレースな
eJ'人 'J挙以下) ;OOF" 口お問い合わせば・
-お問い合わせ/温泉ホテルきたひ

ど、イベントも盛りだくさん。 やま (~01378-4-4120)
八雲町漁業協同組合~01376-3101 へ

~長万部町~ ~熊石町~ ~大成町~

~内浦湾のビューポイン卜~ 10月10日 ョ臼 白水岳登山会
.温泉紹介.i毎にやさしい国縫漁港 熊石岡山歩会 「国民温泉保養センター』

'94年に完成した、全国初のワイン 女ひらたない露天風呂駐車場に午前 広大な員取澗渓谷の保養楓泉地に

グラス型漁港。海浜環境を保つため 7時までに集合。 位置する、身も心もあったかになる

の工学的計算によるものですが、見
合参加料錆料で、保険は体育協会が

た目にも美しい形になっています。
温泉。お風呂から眺められる四季折

内浦湾を見渡せるビューポイン卜に
々の景色、周辺には遊歩道や公園も

なっており、釣り場としても大人気。
あり、大成町の自然を満喫できます。

入口周辺には、のんびりできる公園
.t. pJi 大成1"''''賢 !;(il

も整備されています。ぜひ、お立ち寄 .平IJ什巴J金 入人 260円
りください。
川皇両首再育部町田縫海岸

小人 50円

]リド-JL交涜ネットワーワ繭想碓彊協議2暗報]ーナー

~2-2391 ) (中川孝

め
に
交
通
規

た
め
騒
音
や

惑
を
お
か
け

協
力
を
お
願

1
1
1
 

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
で楽しく健康な一日を過ごしま也九ガ。“としべつ"

新
た
に
お
米
を
販
売

さ
れ
る
皆
さ
ん
ヘ

米
穀
小
売
業
登
録
申
請
手
続
き

は
食
位
法
(
主
要
食
協
の
需
給
及

び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
)

に
基
づ
き
、
登
録
卸
売
業
者
な
ど

か
ら
お
米
を
仕
入
れ
て
販
売
す
る

に
は
、
知
事
の
登
録
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
今
回
よ
り
通
信
販
売
や

移
動
販
売
の
み
を
行
う
場
合
に
つ

い
て
も
登
録
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

最低賃金」

北海道最低賃金

北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で

働くすべての労働者(臨時、パートタイマ一、アル

バイト等を含む)に適用される北海道最低賃金が、

次のとおり改定されました。

今年もクリアー「チェックよし( . • 「総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
」

で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

(
日
帰
り

介
護
)

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

-
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
っ

在
宅
の
か
ら
だ
の
弱
い
お
年
寄

り
ゃ
寝
た
き
り
の
方
、
障
害
を
お

持
ち
の
方
が
総
合
福
祉
施
設
「
と

し
べ
つ
」
で
入
浴

・
昼
食
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
一
日

(ω

時
1
3
時
)
を
過
ご
し
、
ご
本
人

の
気
分
転
換
・
心
と
身
体
の
機
能

の
維
持
向
上
や
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

デ
イ
サ
1
ヒ
ス
の
内
容

*
職
員
が
自
宅
ま
で
送
迎
い
た
し

ま
す
。

*
看
護
婦
が
入
浴
す
る
前
に
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

水
昼
食
は
食
べ
や
す
く
栄
養
パ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
す
。
食

事
の
介
助
が
必
要
な
方
に
は
職

員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま
た

食
後
に
は
昼
寝
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
を
と
る
時
間
も
あ
り

ま
す
。

*
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
身
体
の

状
況
に
あ
わ
せ
た
ゲ
ー
ム
・
手

芸
な
ど
を
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

。
申
請
受
付
期
間

平
成

ω年
刊
月
出
日
ま
で

。
登
録
申
請
先

袷
山
支
庁
農
務
課
農
業
改
良
係

。
登
録
日

1
 
6
 
〔

平
成
印
年
ロ
月
1
目

。
登
録
申
請
に
関
す
る
案
内
書
及

び
登
録
申
請
書
に
つ
い
て
は
、

檎
山
支
庁
農
務
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

槍
山
支
庁
段
務
課

8
0
1
3
9

5

2

1

0
1
0
 

内
線
2
7
2
1

日額 4，975円

時間額 622円

効力発生年月日 平成10年10月 l日

最低賃金額

い
ま
す
。

北海道労働基準局函館労働基準監督署

-
対
象
と
な
ら
れ
る
方

町
内
に
お
住
ま
い
の
お
お
む
ね

日
歳
以
上
の
方
で
障
害
を
お
持
ち

の
方
、
体
の
弱
い
方
、
ね
た
き
り

や
痴
呆
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

-
利
用
回
数
は
っ

ご
本
人
の
希
望
や
身
体
状
況
に

合
わ
せ
て
月

1
回
1
週
2
回
程
度

と
な
り
ま
す
。

料
金
は
い
く
ら
っ

一
回
5
0
0
円

-
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
2
1
2
7
8
0
 

「お
気
軽
に
と
相
談
く
だ
さ
い
」事全員

〕7
 

f
L
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第263号

。

日

μ

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

目

同町
]

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

点
山
岡
山

ゼ
家
庭
や
学
校
、

地

域

社
会
の
き
ず
な
を
深
め

。

同

臼

熱

意

を

も

っ

て

、

自

ら

楽

し

く

健

や

か

に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
ど

な

た

で

も

参

加

を

日

月

1
日

か

ら

総

合

文

化

祭

芸
術
の
秋
、
文
化
の
秋
、
読
書

の

秋

、

ス

ポ

ー

ツ

の

秋

さ

わ

や
か
な
風
が
吹
き
山
々
が
色
づ
く

季
節
は
、
係
々
な
活
動
の
場
を
人

々
に
与
え
て
く
れ
ま
す
。

芸
術
鑑
賞
、
発
表
の
機
会
と
し

て
今
年
で
お
回
を
数
え
る
総
合
文

化
祭
(
文
化
協
会
主
催
)
は
、

日

月
1
日
間
か
ら
3
日
刷
ま
で
の

3

日
間
行
わ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
、

作
品
展
示
の
ほ
か
に
芸
能
ま
つ
り

や
囲
碁
将
供
大
会
、
バ
ザ
ー
や
お

上
加

平
成
十
年
度
国
際
圏
内
交
流
事

業
の

一
環
と
し
て
、
熊
本
県
山
鹿

鹿
本
小
中
学
生
派
遣
事
業
が

8
月

日
日
か
ら
四
日
ま
で
行
わ
れ
、
小

学
生

ω名
、
中
学
生

ω名
と
引
率

者

4
名
で
山
鹿
鹿
本
図
域
と
長
崎

県
を
訪
問

・
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
前
3
年
に
わ
た

り
山
鹿
鹿
本
か
ら
本
町
に
ス
キ
ー

交
流
で
訪
れ
た
の
を
き
っ
か
け
と

し
て
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
、
子
供
述
は
監
か
な
社
会
な

る
が
ゆ
え
に
、
体
験
が
極
め
て
不

足
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
同
様
で
、
極
力

体
験
型
事
業
の
実
施
に
つ
と
め
て

い
ま
す
。
今
回
の
事
業
も
、
住
み

慣
れ
た
町
を
離
れ
異
な
っ
た
環
境

や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
れ
か
ら
の
人
間
形
成
に
大
い
に

役
立
て
ば
、
と
実
施
し
ま
し
た
。

九
州
で
子
供
達
と
過
こ
し
た
4

日
間
は
、
ほ
ん
と
う
に
暑
さ
と
の

闘
い
で
し
た
が
、
歴
史
の
深
さ
を

感
じ
さ
せ
る
県
立
装
飾
古
墳
館
や

恐
ろ
し
さ
を
肌
で
感
じ
た
原
爆
資

料
館
、
夜
に
は
幻
想
的
で
見
る
人

を
魅
了
す
る
灯
鑓
ま
つ
り
を
見
学

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
テ
ン

茶
会
、
タ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

多
彩
な
催
し
物
が
目
白
押
し
。

参
加
作
品
や
芸
能
発
表
は
も
と

よ
り
、
会
場
準
備
か
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
製
本
ま
で
全
て
の
作
業
が
参
加

者
の
手
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

さ
に
『
町
民
手
づ
く
り
の
文
化

祭
』
と
し
て
、
そ
の
規
模
の
大
き

さ
は
道
南
地
区
に
知
れ
わ
た

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
来
場
者
も
毎
年

千
名
を
越
え
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る
秋
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

文
化
協
会
で
は
、
総
合
文
化
祭

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
個
人

・
団

体
を
問
わ
ず
、
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
様
々
な
文
化
活
動
を
応
援
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
作

品
展
示
や
芸
能
発
表
に
参
加
し
、

文
化
活
動
の
楽
し
さ
を
再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
社
会
教
育
敵
内
文
化
協
会
事

務
局

(
2
1
3
4
8
8
)
ま
で
。• 

， 

• 

、

，
川
で

， 

ポ
ス
は

一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と

そ
こ
は
別
世
界
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
建
物
は
大
変

す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

子
供
達
に
は
班
ご
と
に
行
動
さ

せ
ま
し
た
が
、
集
合
時
刻
に
遅
れ

る
こ
と
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ホ

l
ム
ス
テ
ィ
や
キ

ャ
ン
プ
で
地
元
の
生
徒
逮
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
厳
し

い
日
程
な
が
ら
子
供
述
に
と

っ
て

印
象
深
い
夏
休
み
に
な

っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
に
と

っ
て
も
良
い
経

験
で
あ
り
、
今
後
へ
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
引
率
者

・
勝
山
英
敏
)

問
い
合
わ
せ
は
、

一一

l
三
四
八
八

ふ議~~毛J鍾切

マ
ン
ガ
ン
鉱
石

(~(包財源訪28)

道
南
地
方
に
は
、

写
真
に
あ
る
よ
う
な

マ
ン
ガ
ン
の
鉱
石
を

採
回
訓
し
て
い
た
鉱
山

が
各
地
に
あ
り
、
今

金
町
に
も
美
利
河
を

中
心
に
た
く
さ
ん
の

鉱
山
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
の
生
涯
学
習

『
作
品
づ
く
り
は
自
分
ら
し
さ

の
表
現
』
。
鈴
木
京
子
さ
ん
(
東

町
)
は
、
色
と
り
ど
り
の
飾
り
布

と
自
然
の
染
料
を
使
っ
た
素
材
で

優
し
い
人
形

1
カ
ン
ト
リ
ー
-
ド

ー
ル
の
製
作
を
始
め
て

3
年
余
り

に
な
り
ま
す
。
凶
年
程
前
に
札
幌

の
公
民
館
講
座
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

を
受
講
し
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
始

め
た
の
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
手

芸
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
そ
う

で
す
。
八
雲
や
長
万
部
な
ど
で
諮

問
の
経
験
が
あ
り
、
札
幌
の
自
宅

す姶がし行スが今 のユの通さ第
。いあのわタ参年 スタンヌラリー怒と4種目 縦二楽しこれ 19今
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い
ず
れ
も
品
位
の
高
い
鉱
石
を
産

出
す
る
鉱
山
で
し
た
が
、
現
在
で

は
稼
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り

で
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
(
作
品
展
示

即
売
会
)
を
聞
き
、
毎
回

2
0
0

名
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
う
と

か
。
「
自
分
自
身
を
上
手
に
表
現

で
き
た
ド
ー
ル
に
は
、
ひ
と
き
わ

愛
着
が
わ
き
ま
す
」
と
諮
る
鈴
木

さ
ん
。
「
今
金
は
見
知
ら
ぬ
土
地

で
し
た
が
、
カ
ン
ト
リ
ー

・
ド
ー

ル
が
縁
で
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で

き
た
今
は
、
こ
の
町
が
ホ
ー
ム
グ

ラ
ウ
ン
ド
。
将
来
は
教
室
を
開
き

た
い
」
ご
主
人
の
邦
明
さ
ん
(
鈴
木
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)
を
支
え
る

傍
ら
、
総
合
文
化
祭
に
向
け
て
仲

• • 
ー
ル
も
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

参
加
で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
競
い
合
う
も
の

も
あ
れ
ば
、
み
ん
な
で
楽
し
く
伸

び
伸
び
と
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流
す

も
の
も
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
参

加
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
自

分
な
り
に
見
つ
け
て
み
て
は
ど
う

で
す
か
。

a
』
開

6

e

社
会
教
育
課
学
芸
員
の
能
候
歩

さ
ん
は
、

ω月
か
ら
北
海
道
教
育

大
学
岩
見
沢
校
の
助
教
授
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、

9
月

ω

日
付
で
退
職
し
ま
し
た
。

能
候
さ
ん
は
、
桧
山
北
高
校
教

諭
か
ら
平
成

5
年
4
月
に
本
町
に

奉
職
。
文
化
財
保
護
係
と
し
て
今

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
鉱
山
で
は
、

約
千
四
百
万
年
前
に
海
で
堆
積
し

た
地
層
の
中
に
層
状
に
含
ま
れ
て

い
る
マ
ン
ガ
ン
を
取
り
出
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
に
よ

っ
て

は
川
に
よ

っ
て
削
ら
れ
て
流
れ
出

し
た
砂
状
の
マ
ン
ガ
ン
を
採
掘
し

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
ダ
ム

が
で
き
る
ま
で
は
、
後
志
利
別
川

の
河
原
で
、
丸
く
侵
食
さ
れ
て
芋

状
に
な
っ
た
マ
ン
ガ
ン
鉱
石
(
芋

マ
ン
ガ
ン
)
を
拾
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
そ
れ
も
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

(写
真
の
鉱
石
は
米
山
健
三
氏
提
供
)

(10) 

間
違
と
語
ら
い
な
が
ら
カ
ン
ト
リ

一

・
ド
ー
ル
の
製
作
に
励
む
毎
日

…N
 
N
 

で
す
。

M 喝お恥

社

教

関

係

行

事

等

の

日

程

内

m
R
V

4
日
間

道
体
協
主
俄
道
民
ス

時

ポ

l
ツ
講
座

9

∞

な

総
合
体
育
館

に

l

z
E
 

U
日
伏
管
内
生
涯
学
習
研
究
大

一蹟

会

北

袷

山

町

番

初
日
川
幼
少
年
芸
術
劇
場
老

守

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

柑

幻
自
刷

い
き
が
い
対
策
事
業

剛

総
合
体
育
館

夜

お
日

ω
子
育
て
講
演
会
問

伸

∞
町
民
セ
ン
タ
ー

制

幻
日
出

桧
文
協
研
修
講
座

「絵

在

手
紙

講

座

」

日

∞

t

何

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1 ~ 17 日 目 白

(日)"" "(日)己
り 体文 i"-
総育化 3
"'T合館祭日
民文展 (火)
セ化示
ン祭 部第
タ芸門 29
1能回
ま総総
つ A A 
'"仁3

2-3550番です.

金
周
辺
の
地
質
や
、
化
石
な
ど
の

調
査
研
究
を
行
い
、
地
域
研
究
セ

ミ
ナ
ー
や
ピ
リ
カ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
化

石
の
復
元
な
ど
で
そ
の
手
腕
を
発

慨
し
て
き
ま
し
た
。
今
春

『地
球

環
境
科
学
』
で
博
士
号
を
取
得
し

て
い
ま
す
。

新
天
地
で
の
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

話l孟.t どq:栂~.... Lし
(11 ) 



íl~~Q訪日告会自主会

行
政
相
談
の
開
設

ω月
日
日
か
ら
げ
日
ま
で
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
等
を
お

聞
き
し
ま
す
。

司

H
U

一一宮芦
田引

-
日

時

山

月

日

日

午
後
6
時
か
ら

8
時
ま
で

.
会

場

町

民

セ

ン

タ

ー

-
行

政

相

談

員

生

色

き

よ

え

O
相
談
内
容
道
路
、
交
通
安
全
、

福
祉
、
登
記
、
消
費
者
保
護
、
役

所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど

会
相
談
は
無
料
で
す
。

安
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

函
館
行
政
監
察
分
室
に
お
い
て

も
、
文
書
、
電
話
、

F
A
X
笥
で

行
政
相
談
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

。
函
館
行
政
院
察
分
室

〈
〉
住
所
函
館
市

新

川

町

お

同

函
館
地
方
合
同
庁
舎
内

8
0
1
3
8

幻

0
9
0
9

0
1
3
8
l
n
1
0
9
1
9
 

「
行
政
苦
情

1
1
0
番」

0
1
3
8
|
幻

|
1
1
0
0
で
M

時
間
受
付
け
し
て
お
り
ま
す
。

北
僧
山
職
業
相
談
室
へ
の

職
員
派
遣
日
に
つ
い
て

健診を受けて明るい健康づくり

10月みんなの健康

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

m
・
1
月
の
派
遣
日
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

-m月幻
日

時

時

1
げ
時

辺
日

9
時
1
ロ
時

畠

V
H
月

凶

日

日

時

1
げ
時

ゆ
日

9
時
1

U
時

な
お
、
北
倫
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
職
員
派
遣
日
に
は
職
員
が

取
り
扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣

日
以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
。
お
問
い
合
わ
せ

・
ハ
ロ
l
ワ
l
ク
函
館

8
0
1
3
8

お
1
0
7
3
5

・
ハ
ロ
l
ワ
l
ク
八
雲

8
0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9
 

北
伶
山
職
業
相
談
室

8
4
1
5
7
2
4
 

新
規
学
校
卒
業
者
の

採
用
を
お
願
い
し
ま
す

新
規
高
等
学
校
卒
業
者
新
卒
者

の
多
く
は
地
元
で
の
就
職
を
希
望

し
て
い
ま
す
が
、
求
人
数
は
昨
年

と
比
べ

4
割
以
上
少
な
く
、
こ
の

ま
ま
で
は
多
く
の
生
徒
が
就
職
で

き
な
い
事
態
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
若
手

， 

• 
労
働
力
の
確
保
の
た
め
採
用
計
画

を
検
討
さ
れ
、
ー
人
で
も
多
く
の

新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
求
人
の
申
し
込
み
な
ど
の
お
問

い
合
わ
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所

職
業
相
談
第

2
部
門

8
0
1
3
8
1
m
l
o
7
3
5
 

道
立
函
館
高
等

技
術
専
門
学
院
の

学
生
募
集
に
つ
い
て

北
海
道
立
函
館
高
等
技
術
専
門

学
院
で
は
、
平
成

ω年
度
よ
り
2

年
制
に
変
わ
り
内
容
が
更
に
充
実

し
ま
し
た
。

。
募
集
定
員
及
び
応
募
資
格
等

・
募
集
学
科
機
械
技
術
科
、
電

子
工
学
科
、
自
動
車
盤
備
科
、
建

築
技
術
科
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科

。
訓
練
期
間

2
年

。
募
集
定
員
各
科
初
名

。
応
募
資
格

・
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
方
。

平
成
日
年

3
月
高
等
学
校
卒
業

予
定
者
若
し
く
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

た
方
。
・
右
記
の
資
格
を
満
た
す
離
転
職

者
の
方
。

現 目 対 象 者 実施円 時 !問 対車地区 実施会場 l時 3時

一般住民関係

一般相談 全住民 12日 UIl 10 : 00-11 : 45 全地区 総保合健相セ祉ン施タ設ー内 地雌相椴(血圧抑|定尿検査)

一般相談 全住民 19日(月) 10 : 00-11 : 45 " " n 

一般相談 全住民 26日(月) 10 : 00-11 : 45 " 
H H 

一般相政 全住民 IIR 9日(JJ) 10:00-11 :45 W " " 

乳幼児関係

乳児相i盟 生後3、6、9ヵ月児 15日 (木) 受9付0時0間-9: 15 全地区 総保合随福セ祉ン施タ程ー内 身体計園陸自相誼'<聾掴臨

乳児他診 生後4.7.10、12ヵ月児 15日 (木) 畳12付4時0間-13: 00 n " 最身体強計相醐龍 医髄師臨酵相車誤 歯科相誰

股関節脱臼検診 生後4ヵ月児 13日(火) 畳13付時間 M 八日日雲今保壷随保所随今所金)支所 股間i宙IX線隙彬
00-14: 00 

すくすく子育てダイヤル 就る学保前護古までの幼児のい 14日 (水) 9:00-12:00 " 2-2780 ~lìn;!iによる心配事相談

峨乳金抑習会 生後4-11ヵ月児 8目(金) 10: 00-12: 00 n 総保合健セ福祉ン施タ設ー内 う位挫士による講話間理主百

妊産婦関係

無(EElE姉地人区科巡)回診療 妊蹄婦人科受診希望の方 13日(火) 受付時間 全地区 総保合健福セ祉ン施タ設ー内 身体臨計雌調相l融' Iii憤医査師~曲型科(有料栄)華
13: 30-14 : 00 

母級学級 ーi 妊婦の方 20日(火) 13: 30-15 : 30 全地区 H お産おの進み・ビ方デ・オ赤学ち習ゃん
のふろ

母親学級 2 H 23日 (金) 13: 30-15: 30 全地区 " 由の話・栄益の話ストレッチ

お知らせ

(保健福祉叫他!Itづくり 国保係)

• 

10・9・10

社会福祉協議会だより
※光の皇学図、豊野岡、社会前祉協限会への多額のご寄付、

ご厚意ありがとうございました.

(敬称略)

《埼玉県》 《今金町》
光の村養護学校 久保田 幸 子
《札幌市》 中 村 恭 子
札幌医療技術福祉専門学校 油 家 慶 明

片 岡 戸宇 * 野 長 生
《函館市》 大 塚 勝

石 津 兼 坂 本 光 子
t兵 西 {言 義 中種川自治会

岸 I度 金 功、 黒 r尺 商 dz Eh 

阿 部 菜穂 美 金 沢 竹次郎

《上磯町》 伊 東 フミエ
安 達 秀 雄 槍 山 広 域 連
《乙部町》 村 上 実
橋 金四郎 山 本 久 治

《熊石町》 神丘迎合自治会
志?に木 十7 正 俊 神丘夏まつり実行委員会

大 倉 l丁- 雄

。

授

業

料

無

料

(
教
科
書
、
工
具
等
は
個
人
購
入

と
な
り
ま
す
)

。
応
募
期
間

u月
1
日

i
u月
初
日
ま
で

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

道
立
函
館
高
笥
技
術
専
門
学
院

一T
0
4
1
1
0
8
0
1

函
館
市
桔
梗
町

4
3
5
番
地

8
0

1

3

8

U

1
1
2
1
 

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
で
す

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
必
ず

納
期
内
納
付
を• • よ

手

に

活

用

!

健

康

手

帳

ω歳
以
上
の
年
齢
の
方
で
こ
の

健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
た
く

さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

一
度
で
も
川
の
住
民
検
診
や
が

ん
検
診
を
受
け
た
方
は
必
ず
発
行

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
手
帳
を

活
用
し
て
い
る
方
は
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
つ

こ
の
手
帳
に
は
基
本
検
診
を
始

め
が
ん
検
診

・
骨
粗
緩
症
検
診
等

の
結
果
を
記
入
す
る
欄
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
の
結
果
を
記
入
す
る
こ

と
で
自
分
の
健
康
状
態
の
変
化
が

分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
血
圧
の
記
入
欄
は
グ
ラ

フ
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
小
ま

め
に
記
入
し
て
行
く
こ
と
で
自
分

の
普
段
の
血
圧
は
大
体
ど
の
く
ら

い
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す。
自
分
の
普
段
の
血
圧
を
知
っ
て

お
く
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大
切

な
事
で
あ
り
健
康
状
態
を
自
分
で

あ
る
程
度
判
断
す
る
目
安
と
も
な

り
ま
す
。

検
診
や
血
圧
他
は

一
回
限
り
の

も
の
で
は
な
く
経
年
的
に
見
て
行

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
よ
い

・
悪

〕
内

41
 
〔

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
消

費
者
か
ら
預
か
り
金
と
も
言
え
る

税
で
す
。

定
め
ら
れ
て
い
る
期
限
問
で
に
、

申
告

・
納
税
を
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

が
あ
る
場
合
は
お
早
め
に
税
務
署

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
お
問
い
合
わ
せ

八
雲
税
務
署

8
0
1
3
7
6
1
3
1
2
1
4
8
 

い
に
関
わ
ら
ず
変
化
を
見
て
行
く

と
普
段
の
生
活
で
「
こ
れ
に
変
え

た
か
ら
か
な
」
「
こ
れ
を
気
を
つ

け
な
く
て
は
」
と
い
う
点
が
見
え

て
く
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
体
制
を
崩
す
な
ど
し
て

受
診
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
の
情
報
を
医
師
に
見
せ
参
考

に
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
上
手
に
活
用
し
た

手
帳
は
あ
な
た
の
貴
重
な
情
報
が

詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
切
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
、
羽
歳
以
上
の
方
へ
発
行

す
る
と
決
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

や
は
り
こ
の
年
齢
以
降
に
生
活
習

慣
病
の
危
険
性
が
高
く
な
る
事
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
手
帳

を
も
ら

っ
た
ら

「そ
う
い
う
年
齢

か
」
と
い
ま
一
度
、
自
分
の
健
康

状
態
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成

ω年
度
よ
り
手
帳
が
新
し

く
な
り
こ
れ
ま
で
の
赤
の
表
紙
か

ら
紫
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

5
年
後
の
平
成
日
年
ま
で
使
用
で

き
ま
す
。
こ
の
手
帳
は
「
と
し
ベ

つ
」
の
保
健
福
祉
課
で
発
行
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い

方
は
こ
ち
ら
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

し
(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

〕3
 
1
 
〔



。g。や令

前月対比

7，209人( 9 ) 

3，476人( 2) 

3， 733人(7)

2， 679世帯( 9) 

住民の動態
8月末現在

口

男

女

世帯数

ややや

人

32-0324 

32-0221 

34 -5011 

32-0057 

34-5321 

32-0221 

34-5011 

休日当番医

富田医院(今金)

今金町立国保病院(今金)

道南ロイヤル病院(北槍山)

岩間医院(今金)

北松山町立国保病院(北袷山)

今金町立国保病院(今金)

道南ロイヤル病院(北姶山)

10月4日

10日

11日

18日

25日

11月 l日

3日

三)上花石

9月16日受付分まで

茂)末広111]

道)大和町

受

田

日IJ

豊

豊

平日

幸

修

Ui'l 

南

上

8月25日(保護者

8月25日 (保護者

8月27日(保護者

87歳

70歳

70歳

~おくやみもうしあげます

うとでめおう

ん

ん

ん

ご

や

守

ゃ

ち

ち

ち

じ

恥
怒

川
功

か華

ん

M
拓

同
時

たぉ図

8月22日

8月26日

9月2日

吾良さん

カス‘さん

苅屋フクエさん

鈴木

菊地

坂本

金谷

大塚

国土利用計画法の届出制度が

変わりました。
平成10年9月から国土利用計画法に基づく届出

制度が事前届出制から事後の届出制に変更になり

ました。

従来は、大規模な土地取引を行おうとする場合

には、契約の締結前に届出が必要でしたが、今後

は、契約(予約を含む)の締結後2週間以内に買

主が土地の利用目的及び取引価格等を土地の所在

する市町村に届出をしてください。

。お問い合わせ

・道庁土地水対策課

3011-231-4111 

(内線23-265)

.檎山支庁振興課

301395-2-1010 

.今金川企画調整課

32-0111 

兜
ツ
l凡
・
ド

hm
ツ
l
ル

・
ド

・
北
海
道
国
際

大
会
の
第
1
ス
テ
ー
ジ
が
9
月
凶

日
、
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